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2026 年度下半期のイベントのご案内［Save the Date］

グローバルヘルス合同大会における
人材ワークショップのご案内

　三年毎の開催が恒例となったグローバルヘルス合同大会

（日本熱帯医学会大会、日本国際保健医療学会学術大会、日

本渡航医学会学術集会、国際臨床医学会学術集会）は、　

	⿤ グローバルヘルスキャリアフォーラム
人材戦略センターでは、昨年に引き続き、海外人材を求める企業・団体との
対話の場を提供する「キャリアフォーラム」を、今後 2 回開催する予定です。
日程は未定ですが、第 1 回を 9 月 28 日（月）、29 日（火）、30 日（水）、10
月 2 日（金）10 月 5 日（月）の内で、また第 2 回は 12 月 14 日（月）、15 日（火）、
16 日（水）、1 月 8 日（金）の内で開催を検討しています。時間は今のところ
は 20：00 〜 22：15 のを予定しています。

	⿤ グローバルヘルス合同大会  人材ワークショップ
　   （2026 年 11 月 27 日）

さいたま市・大宮ソニックシティで開催される「グローバルヘルス合同大会」
において、「国際機関と支援モデルが揺らぐ中でのグローバルヘルス人材像 
― 何を学び、どこで働き、どう育てるべきか ―」と題してワークショップ
を開催します。  ▶︎詳細は P. 1 下部へ

	⿤ GoUNワークショップ（2026 年 12 月 5日・6日）
今年度も WHO 西太平洋事務局（WPRO）から講師をお招きし、国際機関受
験者向けスキルアップ研修「GoUN ワークショップ」を開催します。講義内
容は、昨今の情勢を踏まえ、国連以外の国際的キャリアも視野に多様なキャ
リア形成を前提とした「GoUN2.0」へ刷新を検討しています。

P. 2 に続く▶︎

　

日本の専門家がWHOにおいて
新たな役割を担います

国立長寿医療研究センターの荒井秀典理事長
と坂元晴香医師の活躍が期待されます

P. 2 に続く▶︎

　 ー メーリングリストおよび人材登録・検索システムマイページのご確認のお願い ー

　人材戦略センターでは、各イベントや人材募集の情報などを
メーリングリストと人材登録・検索システムからのメール配信
の 2 つからお送りしております。最近、お送りしているご案内
が、宛先不明のために返送されるケースが増えております。皆様、
今一度、メールアドレスをご確認され、重要な情報を確実に受
信できるようお願いいたします。
　登録を変更される場合は、人材登録・検索システムのマイペー

ジよりご自身で登録内容の更新をお願いいたします。また、メー
リングリストのメールアドレスの変更をご希望の方は、hrc-gh@
jihs.go.jp までご連絡くださいますようお願い申し上げます。
　2026 年 12 月末までに変更がなされずに返送されてくるメー
ルアドレスは削除させていただきますので、適切な対応をお願
いします。引き続きスムーズなご案内のため、ご理解とご協力
をいただけますと幸いです。
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　2026 年 11 月 27 日（金）〜 29 日（日）に、さいたま市・大

宮ソニックシティにおいて開催されます。 当センターは WS5「国

際機関と支援モデルが揺らぐ中でのグローバルヘルス人材像 ― 

何を学び、どこで働き、どう育てるべきか ―」を担当します。（11

月 27 日 15：40 〜 17：10 ※開始時間は変更の可能性がありま

すので、参加される場合は最新プログラムをご確認ください。）

　このワークショップでは、国際機関の財政制約や組織改革、支

援モデルの多様化など、グローバルヘルスを取り巻く環境の地殻

変動的な変化により、従来のグローバルヘルス人材像が見直しを

迫られている現状を共有します。そのうえで、国連機関のみなら

ず、官民パートナーシップ、NGO、民間財団など多様な主体が

重要な役割を担う現在の状況を踏まえ、人材に求められる能力や

キャリア形成のあり方が変化しつつある点にも目を向けます。

　人間の安全保障という SDGs に代表される開発論と、健康安

全保障の考え方とのバランスが希求されるようになっているこ

▶︎グローバルヘルス合同大会における人材ワークショップのご案内　P. 1 からの続き

▼ 参加登録・参加費について　　
https://pco-prime.com/gh2026/registration.html

　

	⿤ WHO Science Council（科学審議会）委員に
　    荒井秀典理事長が選任されました

　世界保健機関（WHO）は、科学技術の進展が世界の健康に与

える影響を適切に評価し、優先度の高い科学的課題について事務

局長に直接助言するため、Science Council（科学審議会）を設置

しています。この審議体は、高優先度の科学課題や科学技術の進

歩を事務局長に直接助言することを任務としています。

▶︎日本の専門家が WHO において新たな役割を担います　P. 1 からの続き

とも重要な論点です。本ワークショップでは、構造転換期にお

けるグローバルヘルス人材の資質・能力、キャリア形成、育成

のあり方について議論し、これまでの成功モデルを振り返るだ

けでなく、変化するグローバルヘルスの現状を踏まえ、次世代

に求められる人材像と育成戦略を展望します。

　基調講演は 鈴木康裕先生（国際医療福祉大学 学長／ WHO 執

行理事）にお願いしています。その後、パートナーシップ、公

的セクター、エグゼクティブサーチ、大学外国人教員など、多

彩かつ経験豊富なパネリストによる討論を、会場参加者も交え

て行います。

　学会は、冒頭に述べた 4 学会の会員でなくとも、参加費をお

支払いいただければ参加できます。多くの方の参加をお待ちし

ております。

をされることが期待されています。

　写真は、WHO が公開している Science Council の審議の模様

です。

	⿤ 坂元晴香医師がWHO正規職員（Senior Public 
Health Officer, P5）として採用されました

　近年、国連機関への就職は、公募される正規ポストの減少、

短期コンサルタント募集の増加、内部候補者の優先傾向など、

安定したポジションを求める方々にとって厳しい状況が続いて

います。このような環境を十分に理解したうえで、坂元晴香医

師は WHO の Senior Public Health Officer（P5）正規任用ポジショ

ン（任地：バングラデシュ） に応募し、採用されました。坂元

医師は、聖路加国際大学等で教鞭をとられながら、The Lancet 

Regional Health や Global Health & Medicine などに論文を投稿

するなど、学術的な活動を継続されてきました。同時に、常に

国レベルでの政策展開を視野に入れた実務家としての姿勢を保

ち、研究と政策の双方を架橋する専門性を培われてきました。

また、キャリアの節目ふしめで当センターの活動にも参加され、

最近ではメンタリングを受けられていました。こうした支援を

上手に活用しながら、専門性の研鑽とキャリア形成にご自身で

粘り強く取り組まれてきたことが、今回の採用につながったも

のと受け止めています。

　Senior Public Health Officer のポジションは、疾病構造が大き

な転換期を迎えている SEARO 地域において、人口大国バングラ

デシュの保健活動全般を強化するため、WHO 内の各プログラム

を統合して支援するという重要な役割を担うものです。坂元医

師がこの職責を全うされ、さらなる国際的キャリアの発展へと

つながることが期待されています。

WHO　科学審議会会合の模様
出典：WHO；Science Council of the World Health Organization、
https://www.youtube.com/watch?v=JZK1FmSbtlE　からのスクリーンショット

　WHO は、世界の英知を結集すべく、加盟国に医科学者の推薦

を要請しました。日本からは、超少子高齢化という重要課題に医

科学の研究と社会実装に取り組んでこられた国立長寿医療研究セ

ンターの荒井秀典理事長を推薦申し上げました。

　その結果、この度、荒井理事長が委員として選任された旨の報

告を受けました。先生におかれては、わが国で培われた高齢者医

療・介護の知見を国際社会と共有し、今後ますます重要となる高

齢者の健康課題の解決に向けて、医学者の立場から有益な貢献


